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様式第９号（第 13関係）

県民提案型協働創出事業 成果報告書

実施団体名 能代山本がん予防推進協議会

取組事業名 能代山本がん予防推進プロジェクト

採 択 年 度 令和４年度
補助金額

（３年間）
3,300,000 円

事 業 概 要

１ 地域課題と事業目的

・秋田県及び県内の市町村においては、がん検診の受診促進やがん予防に向けた取組などの実施に

より、75歳未満年齢調整死亡率が減少するなど一定の効果は見られる一方で、がん検診受診率は
伸び悩み、粗死亡率の増加に歯止めがかからない現状にある。

・能代山本地域は他地域に比べ粗死亡率が高いことから、この地域の特性に応じた取組が必要とな

っている。

・このため能代山本地域における企業、行政、医療関係者、地域団体及び住民との協働によるがん

予防に向けた活動を展開し、地域住民の健康寿命の延伸及び健康なまちづくりに寄与する。

２ 事業内容（課題解決の方法）

・企業が持つノウハウやネットワークを活用し、地域の市町や関係団体（検診機関、医療機関）と

の連携により、がん予防や住民の健康意識向上に向けた次の取組を実施。

① データ活用等による地域の健康課題の調査・分析

・検診データの分析による地域の健康課題の見える化

・地域住民へのがん、健康意識に関するアンケート調査の実施

② 普及啓発活動の展開

・地域の健康課題を踏まえたがん検診受診促進のための効果的な啓発資材の配布

・がん予防に向けた啓発イベントの開催

・メディアを活用した健康リテラシー向上に向けたテレビ番組の制作放送

③ 受診しやすい環境づくり

・地域連携による検診体制の構築

３ 実施スケジュール

1年目：各種がんデータの分析・地域住民を対象としたニーズ調査及び事業計画の策定

能代山本がん予防推進協議会主催のシンポジウムを開催（別紙①参照）

2年目：データ・ニーズ調査の分析結果に基づく啓発

農業従事者に対するアンケートの実施

「能代山本健康アクション」「シンポジウム」を開催（別紙②参照）

3年目：国民健康保険被保険者を対象とした能代山本地域のがん検診の現状調査・分析

タバコ対策によるがん予防、がん検診による早期発見・早期治療等につなげる行動変容

「能代山本がん予防推進フォーラム」の開催と分析結果の公表

令和 7年１月 26 日放送「能代山本地域発 健康づくりの輪」の放送（別紙③参照）

４ この事業で得られた成果・効果

１）がん検診受診率向上に向けた課題の抽出（農業従事者対象の分析から）

定期的に通院している人が多いため、かかりつけ医からの声かけが受診率向上につながる可

能性がある。
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２）がん検診受診の方法見直しの検討案

検診の受診日を増やし、1日で完了できるようスケジュールを調整。土日受診の検討も必要。
申し込み方法をシンプルにし、分かりやすく工夫。予約のオンライン化も検討し、待ち時間

短縮や履歴管理を可能にする。（別紙④参照）

一般健診・特定健診・がん検診セット予約を推奨し予約枠を確保。医療機関との調整が必要。

３）能代山本地域のがん検診の現状（国民健康保険被保険者の調査結果から）

胃がん・大腸がん・肺がんのがん検診を受ける人は、多くがリピーターの可能性が高い。

がん検診を受ける人は健診も受診している。

がん予防に対する関心度の高い人だけではなく、初めて検診を受ける人をどう増やすか、そ

のための施策を充実させる必要性がある。（別紙④参照）

５ 主な役割分担と協働

調査分析・・・秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻臨床看護学講座 助教 髙階淳子 氏

秋田大学大学院医学系研究科衛生学・公衆衛生学講座 教授 野村恭子 氏

秋田大学大学院医学系研究科衛生学・公衆衛生学講座 助教 岩倉正浩 氏

まるレディースクリニック 院長 井岡亜希子 氏

㈱データホライゾン

㈱ブリッジ

周知広報・・・秋田朝日放送㈱

総合調整・・・秋田県健康づくり推進課

協力自治体・・能代市 藤里町 三種町 八峰町

協力団体・・・（公財）秋田県総合保健事業団

６ この事業の今後の課題・展開等

引き続き、企業、行政、医療関係者、地域団体及び住民との協働によるがん予防に向けた活動

を展開し、住民の健康寿命の延伸及び健康なまちづくりに寄与することを目的とする。

本事業に対する理解者を拡充した上で持続可能な事業としての基盤強化を図り、民間の知恵や

手法を活用し、課題解決に向けた意識共有を深めたい。

がんを地域全体の課題として受け止め、当事者としての予防意識の醸成を図り、多様な発信を

実施していく。

能代山本地域の成果を確実なものにし、県内他地域での展開も視野に入れていく。

■担当課室のコメント（健康づくり推進課）

〇データ分析により見えてきた課題は、能代山本地域のみならず、県内保険者が共通で抱えてい

る課題であり、今回の結果は他地域でも参考として今後の保健活動に活用できるものと考える。

〇プロジェクトでの取り組みとして、複数の保険者の合同がん検診を実施したが、これは今後の

健（検）診体制の取り組み方の可能性を探る方法として有益なものであった。

〇今回のプロジェクトにより、行政のみならず、企業や報道関係等の様々な関係者と地域課題を

共有し、それぞれの得意分野も活かしながら、取り組みを進めてきたことは、今後の地域の健康課

題解決のための行動をより上げていく契機になると考える。
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別紙①

別紙②
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別紙③
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別紙④



- 6 -



- 7 -


